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１ 単元名 いろいろ見つけたよ お話の中のわたし

２ 子どもと単元
(1) 子どもについて

３年生になり、図書館が利用できるようになったことで、興味をもった本を自分で選ぶ機
会が多くなった。特に、好みのジャンルの図書を選ぶ姿が多く見られる。４月に取り組んだ
「きつつきの商売」の学習では、「お客さんにていねいに話せるし、音をきれいに出せるか
ら『おとや』に合っている」など、文中に直接的な表現で明示されていないことを考察する
子どもの姿も見られた。
しかし、複数の叙述を結び付けて読んでいる子どもの姿が見られる一方、登場人物の性格

を読み取るとき、自分が着目した叙述だけで端的に判断する子どもの姿も見られた。
また、普段の生活の様子からは、友達の性格の一面のみを見て、付き合い方を判断するよ

うな様子が見られる。このような姿が見られる原因は、誰しも多面性をもっており、その人
の一側面のみを見るだけでは、他者の性格は深く理解できないということを実感できていな
いためだと考える。

(2) 単元について
本単元では、子どもたちが関心に応じて教材文を選び、登場人物の性格と自己の性格を重

ねながら読み深めることを通して、人物の性格を読む学習を進めていく。そして、教材文の
どのような叙述から登場人物の性格や考え方を読み取ったのかを表したり、自分とどのよう
な部分が重なるのか紹介したりするための言葉の獲得を目指す。
また、登場人物の紹介を交流することを通して、友達が登場人物の性格をどのように捉え、

表現しているかということを知ることができる。「自分が読み取った登場人物について、み
んなにも紹介したい。」という相手意識をもつことは、登場人物と自分を重ねながら読み、
性格を深く分析していくことの必要性につながっていく。そして、登場人物と自分とを重ね
ながら読みを進めていくことは、自身の性格を見つめ直す機会を得ることにつながるのでは
ないかと考える。
関心をもった教材文を選び取り、読み取った登場人物の性格と自分の性格のどのような部

分が重なるのかを適切に表現できる言葉を獲得しながら、自己理解を深めていく子どもの姿
を期待し、本単元を設定した。

(3) 指導について
子どもたちが登場人物の性格を多面的に捉え、深い自己理解につなげていくためには、教

材文の叙述から登場人物の性格をどの程度捉えられているのか把握したり、今後どのように
読むと読みが深まっていくのか考えたりするための視点「学びのものさし」が必要である。
登場人物の行動や会話といった叙述について、様々な角度からその意味を捉え、自分の言葉
で表現できる子どもの姿を目指したい。
子どもたちが他者に対する多様な理解をする上では、読書による擬似的な体験をすること

が有効であると考える。そこで、本単元の活動に入る前に、複数の教材文の読み聞かせを行
う。単元の導入では、読み聞かせで出合った教材文の中から、「性格について、共感できる
登場人物」を探しながら読書をする活動を設ける。また、登場人物の性格を読み取っていく
個別の学習を進める中で、生まれた疑問を伝え合ったり、読みや表現の意味を確かめたりで
きる学習の場作りを工夫する。登場人物の性格について分析したことを自発的に交流し合い
ながら、意図的にグループや学級全体で交流する機会を設定することで、自分の学びをより
多面的に見つめる機会を作る。
そして、単元の展開部では、登場人物の性格をより深く捉えるために、読みの方略を身に

付けるミニ･レッスンの活動を取り入れる。登場人物の性格が明示されている表現を探す活
動や、登場人物の行動や場面の様子から、明示されていない性格を読み取る活動を行う。そ
して、登場人物の性格を文章全体にちりばめられた叙述から読み取るという経験を共有する
ことで、自分がこれまでどのように登場人物の性格を捉えてきたのか再認識する場とする。
そして、ミニ･レッスンを通して読みの方略を身に付けることで、「登場人物の様々な側面か
ら、性格を多面的に読み取る」という、この単元で付けたい力について、子ども自身が気付
くことができるようにする。自分のこれまでの学習を省察し、より深い読みをしていくため
の目標をもたせる。そうして、登場人物の性格について本文中に明示された根拠を読み取っ
たり、複数の根拠を基にして読んだりするなど、「学びのものさし」を更新しながら、学習
に取り組んでいけるような活動を設定していく。

３ 単元の目標〈記号は本校の資質・能力表による〉
(1) 登場人物の行動や会話に即しながら、登場人物の性格を多面的に捉えて読んでいる。

〈Ⅽ-40・41〉
(2) 登場人物の性格について読み取ったことを、自分の考えや経験と結びつけながらまとめ、
交流する。 〈Ⅽ-40・41・65〉

(3) 自分や友達の性格をより深く理解するために、叙述を基にして、登場人物の性格が分かる
言葉に着目して読もうとしている。 〈エ〉



４ 単元の構想（総時数９時間）

きつつきの商売

本単元

時 学習活動 教師の主な支援 評価〈本校の資質・能力との
間 （・は予想される子どもの姿) 関連〉

１ (1) 教材文（複数）と出合い、 ・登場人物と自分を重ねながら読 ・自分が共感する登場人
２ 学習計画を立てる。 むことができるように、心に残 物の性格を読み深めて

・この登場人物は自分と似ている。 った登場人物の言動を伝え合う いくために、進んで学
・この行動をした理由は、どうし 場を設定する。 習計画を話し合ってい
てか分かるかなあ。 る。 〈エ〉

３ (2) 提示された教材から一つ ・「きつねのおきゃくさま」を用い ・登場人物の性格を、行
選び、性格や考え方に共感 て、性格が明示されている叙述 動や会話から読み取っ
できる登場人物を見付ける。 を読むミニ･レッスンを行う。 ている。 〈Ⅽ-40〉

・「やさしい」とか、「親切」と書 ・性格に焦点を当てて読むことが
かれているから、きつねは思い できるように、これまでに出合
やりのある性格なんだ。 った物語の登場人物の性格を提

示する。

４ (3）選んだ登場人物の性格を ・「かっぱのかげぼうし」を用いて、 ・性格や考え方につい
読み取る。 叙述によって暗示されている性 て、共感した登場人物

・かっぱや千代を助けようとする 格を読むミニ･レッスンを行う。 に関心をもち、教材文
なんて、平吉は勇敢だ。 ・叙述と読み取った性格の関わ の叙述を基にして紹介

りが分かるように、ワークシー する内容を決めてい
トに書き出す活動を設定する。 る。 〈Ⅽ-65〉

５ (4) 前時までに読み取ってき ・「太郎こおろぎ」を用いて、登場 ・登場人物の性格を多面
本 た登場人物の性格を見直す。 人物の性格について、複数の叙 的に読み取るための視
時 ・太郎の話し方は乱暴だと思った 述を基にして多面的に分析する 点を用いて、読み取っ

けど、その後の行動から、思い ミニ・レッスンを行う。 てきた性格やその根拠
やりもある性格だと思った。 ・自分がどのように登場人物の行 について友達と話し合

・太郎の話したことや行動を深く 動や会話を読んでいたか自覚で っている。 〈Ⅽ-40〉
読んでいくと、乱暴なだけじゃ きるように、同じ教材文を選ん
なくて、憎めない性格でもある だ友達と登場人物の性格につい
と思った。 て確かめ合う場を設定する。

（学びのものさしの更新）

６ (5) 登場人物の性格を発表資 ・登場人物の性格と自分の性格を ・ミニ･レッスンで身に
７ 料にまとめる。 重ねながら、多面的に見つめ直 付けた読みの方略を生

・登場人物の性格をまとめていく すことができるように、前時ま かして、発表資料をま
とき、注目するとよいところが でに学習した読みの方略につい とめている。
分かった。 て振り返り、確認する。 〈Ⅽ-40、41、65〉

８ (6) 前時までにまとめた登場 ・読み取ってきた内容を交流でき ・登場人物の性格につい
人物の紹介をし合い、他の るように、ポスターセッション て読み取ったことを、
グループの友達と交流をす を行う場面を設定する。 自分の考えや経験と結
る。 び付けながらまとめ、

交流している。
〈Ⅽ-40、41、65〉

９ (7) 学習を振り返る。 ・第６・７時にまとめた発表資料 ・自分の学習の成果が次
・登場人物の性格を表す言葉は、 を用いて、読み方が深まってい の学習に生かされるよ
直接書かれていたり、行動やせ るところや、できるようになっ うに、単元を通して身
りふに書かれていたりする。 たことを自覚できるようにする。 に付けた読みの方略に

・登場人物の性格は、せりふや行 ついて、具体的に振り
動を組み合わせて読むと見えて 返りを書いている。
くることが分かった。 〈Ⅽ-40〉

◎本単元で育む主な資質・能力
登場人物の行動や会話に即しながら、それぞれの登場人物の性格を多面的に捉え、その人物像を

自分と重ねながら読む。 〈Ⅽ-40〉

モチモチの木

場面と場面とを関連付けて、登場人物の性格を読み取る。

きつつきの商売
登場人物の性格を、複数の叙述を関連付けて読み取る。



５ 本時の実際（５／９）
(1) ねらい 文章全体の中の複数の叙述に着目し、それらを関連付けて読む活動を通して、登

場人物の性格を多面的に捉えることができる。 〈Ⅽ-40〉

(2) 展開
○「学びのものさし」を働かせて省察したり、自律的に学習を進めたりするための支援

時間 学習活動 教師の支援 評 価

15分 ① 複数の叙述から人物の性格を読 〇多面的に人物の性格を読み取ろうとする目
み取るミニ・レッスンを通して、 的意識を高めることができるように、「太
本時のめあてをつかむ。 郎こおろぎ」の複数の叙述から性格を読み

取るミニ・レッスンを設定する。
・人物の性格が分かる描写を的確に読み取っ
たり、それぞれの叙述を関連付けて読んだ
りするきっかけをつくるために、限られた
叙述からのみ性格が読み取られているエラ
ーモデルを教師が提示する。

めあて
物語のいろいろなところから、人物の性格を読み直そう。

４分 ② 読み取った性格を出し合う。 〇読み取ってきた性格と、その根拠を共有し
ながら話合いができるようにグルーピング
を行っておく。

15分 ③ 読み取った性格の根拠になって ・グループでの交流を生かし、性格をより多
いる叙述について話し合う。 面的に捉えることにつなげられるように、

〈予想される子どもの反応〉 新たな読みの視点を得たり、妥当性を検証
【自他の考え方を比較する】 したりするといった、話合いをすることの
▲自分で読み取ったことだけでも、ワーク 意義を確かめる。
シートを完成できそうだ。 ○話合いを通して、性格の捉え方が深まって

・同じ「優しい」でも、違うところに注 いるのかが分かるように、分かったことを
目したんだな。 ワークシートに付け加える。

【複数の根拠から性格を考える】

▲トロルは嘘をついてオッレをさらおうと

しているから、ずるがしこい。

・主人公に冷たかったのは、恥ずかしがっ

ていたんだ。けれど、本当は主人公を心

配する優しい性格だったんだ。

７分 ④ グループで読み深められたこと ○複数の叙述を関連付けながら性格を読むこ
について、モニターに提示したワ とのよさを確かめられるように、各グルー

ークシートを基にして全体に紹介 プの発表の際、文中のどの部分を根拠とし
する。 て性格を読み取ったか問いかけ、確かめる。

４分 ⑤ 本時の学習を振り返り、紹介す ・自分の変容に気付くことができるように、
る内容を見直す。 本時の活動を通して確かめられたことに印

・性格を詳しく読むには会話や行動など、 をつける場面を設定する。
いろいろな根拠を探す必要がある。 ・これまでの学習を価値付けながら振り返り

・ある場面だけ抜き出しても、登場人物の を行うことができるように、次時以降、こ
の性格は分からないんだ。 れまで学んできた読みの方略を生かして紹

介練習をすることを伝える。

登場人物の人物像を多面的に読み取るた

めの視点を用いて、読み取ってきた性格や

その根拠について友達と話し合っている。

〈Ⅽ-40〉（発言・シート）



令和５年度 国語科実践・研究計画

部 員 ○鎌田 雅子、鎌田 佳佑、菅野 宣衛

研究テーマ
自覚的に言葉の力を働かせ、言葉とよりよく向き合う子どもを育む学び

１ 研究テーマについて
国語科の学習は、これまで何気なく使ってきた言葉を学習の対象として意識的に捉え

直すことで「言葉がもつ力」を学び、自らの「言葉の力」を更新することである。この
「言葉の力」は、情報の獲得・発信や他者とのコミュニケーションなど、日々の生活
の中で行われる様々な言語活動の基盤となる。
言葉の選び方や用い方で受け手の印象が変わることに気付く、言葉と向き合ったと

きに生まれた問いを協働で解き明かす、というように、言葉に対する認識が新たにな
ることに学ぶ楽しさを感じている姿が見られる。また、自分の発見を伝えるための構
成や表現の工夫を見いだし推敲を始める姿から分かるように、学んだことを役立て活
かそうとする子どもが多い。一方で、個々の魅力ある表現に子ども自身が気付かないま
ま新しく書き直していく場面も見受けられ、こうした前年度の実践の反省から、協働で
見いだした読み方・書き方・話し方・聞き方とその効果を確かめた上で、自分に必要
なものを取捨選択する力を高める必要が見えてきた。
そこで、相手や自分の伝えたいことを基に言葉を選ぶ過程を大切に扱う。仲間や教師

からのフィードバックや揺さぶりを得る場を設定し、多様な言葉の解釈に触れる中で自
己決定が行われるようにする。よりよい言葉の選択・決定の根拠として「学びのものさ
し」を更新して言葉と向き合う子どもの姿を期待し、本テーマで実践を積み重ねていく。

国語科で目指す自律した子どもの姿
・根拠をもって自らの解釈や表現を吟味し、言葉を正確に理解してよりよく表現しよ
うとする姿

・言葉の効果や言葉に着目した学び方のよさを自覚し、単元を越えて活用する姿

図：国語科 自律した学習者を育てる学習のプロセス

２ 研究の重点〈○は具体的な取組の例〉

よりよい言葉の解釈や表現を生み出すために、協働で見いだした学びのものさし
を更新して吟味する場の設定
○「学びのものさし」を繰り返し活用しながら、自分や友達の言葉の解釈や表現
を再検討する単元構成を工夫する。

○子どもの実態に応じて「自分の考えはどのように変わったのか」「なぜ、そう
考えたのか」「学んだことは何か」という視点で、自分の言葉に関する選択・
決定を振り返る場を設定する。



１・２年 ３・４年 ５・６年

ア
国語で伝え合う力を進んで高めるとともに，国語に対する関心を深め，国
語を尊重しようとする。

全般 全般 全般 ■ ■ ■ ■ ■ ■

イ よりよい話し方、聞き方を意識して，進んで話したり聞いたりしようとする。 Ａ Ａ Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ウ
自分の思いを書いて伝えることのよさを見付けたり楽しさを感じたりしなが
ら，進んで書こうとする。

Ｂ Ｂ Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■

エ
書かれている事柄の順序や文章の構成，場面の様子などに気付いたり，
想像を広げたりして読もうとしている。

Ｃ Ｃ Ｃ ■ ■ ■ ■ ■ ■

オ 表現したり理解したりするために，必要な語句を進んで増やそうとする。 全般 全般 全般 ■ ■ ■ ■ ■ ■

1 場に応じて，適切な声量や速さで，はっきりとした発音で話す。 Ａ（１）ウ Ａ（１）ウ Ａ（１）ウ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2 結論を先に，理由を後につけて発言する。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ ■ ■ ■ ■ ■

3 身近な出来事について，適切な長さでスピーチをする。 Ａ（１）ア Ａ（１）ア Ａ（１）ア □ ■ ■ ■ ■ ■

4 相手との関係や，その場の状況に応じた言葉遣いで話す。
Ａ（１）ウ，
知（１）キ

Ａ（１）ウ，
知（１）キ

Ａ（１）ウ，
知（１）キ

□ □ □ ■ ■ ■

5 頷きや眼差しなどで相手に反応を示しながら聞く。 Ａ（１）エ Ａ（１）エ Ａ（１）エ ■ ■ ■ ■ ■ ■

6 話の内容を落とさず，間違いなく聞く。 Ａ（１）エ Ａ（１）エ Ａ（１）エ □ □ ■ ■ ■ ■

7 話の中心点を理解して聞く。 Ａ（１）エ Ａ（１）エ Ａ（１）エ □ □ ■ ■ ■ ■

8
身近なことや，自分が経験したこと，観察したことなどの中から話題を決め
る。

Ａ(１)ア Ａ(１)ア Ａ(１)ア □ ■ ■ ■ ■ ■

9
日常生活の中で考えたことや特に伝えたいと思うことなどから話題を決め
る。

Ａ(１)ア Ａ(１)ア □ ■ ■ ■

10
学校や家庭，地域のことなどで興味や関心をもっている事柄を想起し，一
つの話題に絞る。

Ａ(１)ア □ ■

11 話すために必要な事柄を思い出して書き出す。 Ａ(１)ア Ａ(１)ア Ａ(１)ア □ ■ ■ ■ ■ ■

12
本や文章を読む，人に聞く，図表や絵，写真などを見るなどの方法から選
択し，調べたことの要点をメモする。

Ａ(１)ア Ａ(１)ア □ ■ ■ ■

13
取材した内容を比較したり，関連のあることをまとめたり，分類したりして，
自分の考えに生かす。

Ａ(１)ア □ ■

14 相手の話に対する賛否を明確に表す。 Ａ（１）オ Ａ（１）オ Ａ（１）オ ■ ■ ■ ■ ■ ■

15 相手の話に口を挟まずに聞く。 Ａ（１）エ
Ａ（１）エ，
知（１）イ

Ａ（１）エ，
知（１）イ

■ ■ ■ ■ ■ ■

16 丁寧な言葉と普通の言葉の違いに気を付けて話す。 知（１）キ 知（１）キ 知（１）キ □ ■ ■ ■ ■ ■

17 起こった事柄の順序にしたがって話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ ■ ■ ■ ■ ■

18 分かったこと，考えたことについて，筋道を立てて話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ □ ■ ■ ■ ■

19 大事な事柄から話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ □ ■ ■ ■ ■

20
聞き逃したことを問い返したり，不明確な点や確かめたいことを問いただし
たりする。

Ａ（１）エ Ａ（１）エ Ａ（１）エ □ ■ ■ ■ ■ ■

21 図表や映像を提示したり，身振りや手振りで内容を補ったりして話す。 Ａ（１）ウ Ａ（１）ウ Ａ（１）ウ □ □ ■ ■ ■ ■

22 複数の事柄を比較しながら聞く。 Ａ（１）エ Ａ（１）エ Ａ（１）エ □ □ ■ ■ ■ ■

23 必要な情報を選んで聞く。 Ａ（１）エ Ａ（１）エ Ａ（１）エ □ ■ ■ ■ ■

24 話し合ったことを基に，自分の問題意識を深めたり，焦点化したりする。 Ａ（１）オ Ａ（１）オ Ａ（１）オ □ □ ■ ■ ■ ■

25 聞いたことを正確に再現して話す。 Ａ（１）アイ Ａ（１）アイ Ａ（１）アイ □ □ □ ■ ■ ■

国語科の学び
に向かう力，

人間性等

国語科の
各領域の

付けたい力

Ａ話すこと・
聞くこと

※□は，資質・能力の取り扱い学年，■は，定着学年を示す。 

令和5年度　「国語科の資質・能力」表

内容

学習指導要領との関連内容

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



26
伝えたい内容や気持ち，その場の状況に合わせて，大事な言葉を強調し
たり繰り返したりするなど工夫して話す。

Ａ(１)イウ Ａ(１)イウ Ａ(１)イウ □ □ □ ■ ■ ■

27 尋ねたいことを見付けて質問したり，質問に答えたりする。 Ａ（１）エ，オ Ａ（１）エ，オ Ａ（１）エ，オ □ ■ ■ ■ ■ ■

28 見聞きしたり，読んだりしたことについて，考えたことを話し合う。 Ａ（１）オ Ａ（１）オ Ａ（１）オ □ □ □ ■ ■ ■

29 話題に即した話をする。 Ａ（１）イオ Ａ（１）イオ Ａ（１）イオ □ □ □ ■ ■ ■

30
話を聞きながらその内容を記号や省略，矢印などを使って工夫してメモし，
相手の主張や論理を整理してとらえる。

Ａ（１）ア Ａ（１）ア □ □ ■ ■

31 定められた時間内に話す。 Ａ（１）エ Ａ（１）エ □ □ ■ ■ ■ ■

32 問題に適した話合いの内容・方法・相手等を決める（選ぶ）。 Ａ（１）オ Ａ（１）オ □ □ ■ ■

33 内容を選び，主旨を明確にして話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ □ ■ ■

34 相手の話を引用しながら話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ □ ■ ■

35 資料や事実に基づいて，具体的に話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ □ □ □ ■ ■

36 メモを基にして話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ □ ■ ■

37 相手や目的に応じ，筋道を立てて適切な言葉遣いで話す。
Ａ(１)イウ，
知（１）キ

Ａ(１)イウ，
知（１）キ

□ □ ■ ■

38
自分の立場を明確に説明したり，事実と感想，意見とを区別したり，概説し
たり，結論付けたりして，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫する。

Ａ(１)イ □ ■

39
事柄が明確に伝わるように，必要な文言や数値などを引用したり，図解し
たり，重要語句の定義付けをしたりするなどの工夫をする。

Ａ(１)ウ □ ■

40 相手の話の内容と自分の考えとの異同を確かめながら聞く。 Ａ（１）エ Ａ（１）エ □ ■ ■

41 話し手の意図を推し量りながら聞く。 Ａ（１）エ Ａ（１）エ □ □ ■ ■

42 自分の考えと関連する点を探しながら話を聞く。 Ａ（１）エ □ ■

43
主張されていることの根拠が妥当かどうか，信憑性があるかどうか考えな
がら聞く。

Ａ（１）エ □ ■

44 聞き手の反応をうかがいながら話す。 Ａ（１）ウ □ ■

45 互いの話を集中して聞き，話題に沿って話し合う。 Ａ（１）オ Ａ（１）オ Ａ（１）オ □ ■ ■ ■ ■ ■

46
話合いの流れを的確に把握し，臨機応変に話題を広げたり深めたりする発
言をする。

Ａ（１）オ □ ■

47 話合いの意義や成果をまとめて話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ □ □ ■

48
相手の意見の不適切な点や，不備な点を指摘したり，補ったりしながら話し
合う。

Ａ（１）オ □ ■

49 相手の反応を先取りした上で，自分の考えを話す。 Ａ（１）ウ □ ■

50 相手に分かりやすい順序を工夫して話す。 Ａ（１）イ Ａ（１）イ □ □ ■

1 履修した漢字を書く。（平仮名，片仮名も意識して）
伝（１）
ウ（ア）
（イ）

伝（１）
ウ（ア）
（イ）

伝（１）
ウ（ア）
（イ）

■ ■ ■ ■ ■ ■

2 主述が明確な文を書く。
B(１)イ，
伝（１）
イ（カ）

Ｂ（１）イ Ｂ（１）イ ■ ■ ■ ■ ■ ■

3 原稿用紙を正しく使って文章を書く。
B(1)イ，
伝（１）
イ（エ）

B(1)イ，
伝（１）
イ（オ）

Ｂ（１）イ □ ■ ■ ■ ■ ■

4 読んだり，聞いたり，体験したりしたことの感想を，適切な長さで書く。 Ｂ（１）ウ Ｂ（１）ウ Ｂ（１）ウ □ □ ■ ■ ■ ■

5 読んだり，聞いたりした通りに正しく書き写す。 Ｂ（１）イ Ｂ（１）イ Ｂ（１）イ □ □ ■ ■ ■ ■

6 誤字・脱字に注意し，形を整えて文字を書く。
伝（１）
イ（エ）
（オ）

伝（１）
イ（ウ）
（エ）

伝（１）
イ（ウ）
ウ（ア）

■ ■ ■ ■ ■ ■

7 書くための素材を，五感を働かせて日常の言語生活の中から見つける。 Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア □ ■ ■ ■ ■ ■

8
見聞きした出来事や経験したこと，想像を膨らませて考えたことなどから書
くことを決める。

Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア □ ■ ■ ■ ■ ■

9
書くために必要な事柄を書き出し、伝えたい内容に必要な事柄かどうかを
確かめながら書く。

Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア □ ■ ■ ■ ■ ■

10 書くために必要な資料に見当をつけ，学習計画を立てたり見直したりする。 Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア □ □ □ ■ ■ ■

11 大事な事柄から順に，構成を工夫して書く。 Ｂ（１）イ
Ｂ（１）
イ,伝
（１）イ

Ｂ（１）
イ,伝
（１）イ

□ □ □ ■ ■ ■

国語科の
各領域の

付けたい力

Ｂ　書くこと



12
興味・関心のあること，経験したり人から聞いたりしたこと，本を読んで知っ
たことなどから自分なりに関心を深めて，書くことを決める。

Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア □ ■ ■ ■

13
知識を得たり考えを深めたりするためのもの，意見の理由となるものや事
例など，書くために必要なことを取材する。

Ｂ（１）ア Ｂ（１）ア □ ■ ■ ■

14
いくつかのことを比較したり関係付けたりしながら課題意識を明確にして書
くことを決める。

Ｂ（１）ア □ ■

15
情報検索したり取材したりした事柄を，文章の構成や記述に役立つように
整理する。

Ｂ（１）ア □ ■

16
取材したことの順序に沿いながら，「始め―中―終わり」の構成を意識して
内容のまとまりごとにいくつかに分けて配列する。

Ｂ（１）イ Ｂ（１）イ Ｂ（１）イ □ ■ ■ ■ ■ ■

17
累加や並列といった連接関係，具体的な事象と抽象的な事象，結論とその理由や
根拠といった配列関係などの段落相互の関係に注意して文章を構成する。

Ｂ（１）イ，
伝(1)イ(エ)

Ｂ（１）イ □ ■ ■ ■

18 「冒頭部―展開部―終結部」の各部分での段落の役割を意識する。
Ｂ（１）イ，
伝(1)イ(エ)

Ｂ（１）イ，
伝(1)イ(エ)

□ ■ ■ ■

19
物語や説明的な文章の典型構成を知り，それらを目的や意図に応じて効果的に用
いて，自分の考え及び相手の理解が明確になるように文章を構成する。

Ｂ（１）イ，
伝(1)イ(キ)

□ ■

20 体験したり調べたりしたことの順序が分かるように書く。 Ｂ（１）イ
Ｂ（１）
イ伝
（１）イ

Ｂ（１）イ □ ■ ■ ■ ■ ■

21
体験したときの様子や、調べた内容が分かりやすく伝わるように、五感を働
かせて詳しく書く。

Ｂ（１）アイ
Ｂ（１）
アイ，伝
（１）イ

Ｂ（１）
アイ，言
（１）イ

□ □ ■ ■ ■ ■

22 調べたことから大事な箇所を引用して書く。 Ｂ（１）ウ Ｂ（１）ウ Ｂ（１）エ □ ■ ■ ■ ■

23
読んだり聞いたりしたことについて，自分の考えをまとめて書くことにより，
自分の問題意識を明確に文章にする。

Ｂ（１）イ Ｂ（１）イウ Ｂ（１）イウ □ ■ ■ ■ ■

24
前後の語句や文のつながりを大切にし，一文の意味が明確になるように語
と語の続き方を考えて書く。

Ｂ（１）ウ Ｂ（１）ウ Ｂ（１）ウ □ ■ ■ ■ ■ ■

25
離れたところにある語と語や文と文の関係を考えてつながりのある文章を
書く。

Ｂ（１）ウ Ｂ（１）ウ Ｂ（１）ウ □ ■ ■ ■ ■ ■

26 調べたことを要約して書く。
Ｂ（１）
ア，Ｃ
（１）エ

Ｂ（１）
ア，Ｃ
（１）ウ

□ ■ ■ ■

27
「なぜかというと～」「その理由は～」「～のためである」などの表現を用いて，中心
の内容や段落に対して，原因や理由を挙げたり，分かりやすく説明するために事
例を挙げて書く。

Ｂ（１）ウエ Ｂ（１）ウエ □ ■ ■ ■

28
「例えば～」「事例を挙げると～」「～などが当たる」などの表現を用いて，実例を挙
げたり，具体的な本や文章，絵，写真などの事物を取り上げたりして描写や説明を
する。

Ｂ（１）ウエ Ｂ（１）ウエ □ ■ ■ ■

29
相手や目的に応じて，敬体と常体を意識的に使い分けたり，「～だ」「～で
ある」「です」「ます」などの文末表現に気を付けて書く。

Ｂ（１）エ Ｂ（１）ウエ □ ■ ■ ■

30
伝えたいことが分かるように，何かに例えたり，具体的事例を挙げたりして
書く。

Ｂ（１）ウ Ｂ（１）ウエ Ｂ（１）ウエ □ □ □ □ ■ ■

31 事実と意見，原因と結果を明確にして論理的な文章を書く。 Ｂ（１）ウエ Ｂ（１）ウエ □ □ ■ ■

32 図表やグラフ，写真等を用いて，自分の文章を補足しながら書く。 Ｂ（１）ウエ □ □ ■

33
「事実」（出来事や科学的な事実，物語で描写されるフィクションの世界など）と自分
の感想，意見を区別し，目的や意図に応じて詳しく書いたり簡単に書いたりする。

Ｂ（１）ウエ □ ■

34
自分の考えを根拠付けたり，具体的な例を示したりする際に，本や文章か
ら必要な語句や文を引用して自分の表現に取り入れる。

Ｂ（１）ウエ □ ■

35
自分の文章を読み返したり，友達の文章を読んだりすることによって，自分
の文章を推敲する。

Ｂ（１）エ Ｂ（１）オ Ｂ（１）エ □ □ □ ■ ■ ■

36
数量や規模を明示したり，重要な言葉を引用したりしながら，説得力のある
文章を書く。

Ｂ（１）アイ
Ｂ（１）アイ
エ

□ □ ■ ■

37
自分や友達の学びの成果が，次の学習に生かされるように，視点を明確
にした具体的なふり返りを書く。

Ｂ（１）エ Ｂ（１）オ Ｂ（１）オ □ □ □ ■ ■

38
自分の気持ちがよりよく伝わるように，適切な内容及び言葉（敬語・時候の挨拶

など）を選んで手紙やメッセージを書く。

Ｂ（１）
ア，伝
（１）イ

Ｂ（１）
アウエ，
伝（１）

Ｂ（１）
アウ，伝
（１）イ

□ □ □ ■ ■

39
自分の考えを伝えるのに最も適した語句や文種，表現技法を選択し，その
特長を生かしながら書く。

Ｂ（１）ア
Ｂ（１）
ア，伝
（１）イ

□ □ □ ■

40 書いたものを読み合い，よいところを見付けて感想を伝え合う。 Ｂ（１）オ Ｂ（１）カ Ｂ（１）カ □ ■ ■ ■ ■ ■

41
書いたものを読み合ったり音読し合ったりして発表し合い，考えの明確さや
書き方の巧みさなどについて意見を述べ合う。

Ｂ（１）カ Ｂ（１）カ □ ■ ■ ■

42
書いたものを発表し合って交流し自分の考えをもつとともに，書き手の表現
の仕方をよりよくするために助言する。

Ｂ（１）カ □ ■

1 スラスラと適切な速さと声量で音読する。 知（１）ク 知（１）ク 知（１）ク ■ ■ ■ ■ ■ ■

2 当該学年までの履修済みの漢字をすべて読む。 知(１)エ 知(１)エ 知(１)エ ■ ■ ■ ■ ■ ■

3 書かれてある事柄の順序が分かる。 Ｃ（１）ア ■ ■ ■ ■ ■ ■

4 週に１冊は読書をする習慣を身に付ける。 知（3）エ 知（3）エ 知（3）エ □ □ ■ ■ ■ ■

5 言葉の意味を辞書で調べ，文脈に即して理解する。 知(２)イ 知(２)イ □ □ □ ■ ■ ■

6
文章中の言葉を根拠にしながら，人物の行動の様子やその意味を考えた
り，気持ちを想像したりする。

Ｃ（１）エ Ｃ(１)エ Ｃ（１）エ □ ■ ■ ■ ■ ■

7 明瞭な発音で音読する。 知（１）ク 知（１）ク 知（１）ク ■ ■ ■ ■ ■ ■

国語科の
各領域の

付けたい力

Ｃ　読むこと



8 ひとまとまりの語や文として音読する。 知（１）ク 知（１）ク 知（１）ク ■ ■ ■ ■ ■ ■

9 言葉の響きやリズムなどに注意して音読する。 知（１）ク 知（１）ク 知（１）ク □ ■ ■ ■ ■ ■

10
強弱や間の取り方，抑揚の付け方などに注意して，読み取ったことがより
よく伝わるように音読する。

知（１）ク 知（１）ク 知（１）ク □ □ ■ ■ ■ ■

11
文章全体の内容や構成からその中心を把握し，軽重や速さなどを考えて
音読する。

知（１）ク 知（１）ク □ ■ ■ ■

12
七音五音を中心としたリズムから国語の美しい響きを感じ取りながら音読し
たり暗唱したりする。

知(３)ア 知(３)ア 知(３)ア □ □ □ ■ ■ ■

13
語り手や登場人物の人物像をとらえ，どのように語りたいかを決め，声の
大きさ，声の質や速さ，間の取り方などに気を付けて音読する。

知（１）ク 知（１）ク □ ■ ■

14
文章全体に対する思いや考えをまとめ，そのことを相手に分かってもらえる
ように表現性を高めて朗読する。

知（１）ク □ ■

15
目的に応じて，「比べ読み」「速読」「摘読」「多読」など多様な読み方を選択
し，活用する。

知（１）ク □ ■

16 書かれている事柄の違いを比較することで，その意味が分かる。 Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア □ ■ ■ ■ ■ ■

17
説明されている事柄の位置関係や構造を，図示したりしながら正確に理解
する。

Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア Ｃ(１)ア □ ■ ■ ■ ■ ■

18 事柄の原因と結果の関係が分かる。 Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア □ ■ ■ ■ ■ ■

19 話の筋や論理の展開が分かる。 Ｃ(１)ウ Ｃ(１)ウ Ｃ(１)ウ □ ■ ■ ■ ■ ■

20
書かれていることの特殊性と一般性，具体性と抽象性の類別をして,文章
の構造や内容を理解する。

Ｃ(１)ウ Ｃ(１)ウ □ □ ■ ■ ■

21 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら文章の大体を読む。 Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア □ ■ ■ ■ ■ ■

22
「問い」と「答え」という基本構成をとらえ，「問い」に対する「答え」を読み取
る。

Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ ■ ■ ■ ■ ■ ■

23
「始め」「中」「終わり」の文章構成をとらえ，中心となる文を手がかりに要点
をまとめる。

Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア □ □ ■ ■ ■

24
「序論」「本論」「結論」の三部構成をとらえ，中心となる段落を手がかりに文
章の要旨をとらえる。

Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア □ □ ■

25
累加や並列といった連接関係，具体的な事象と抽象的な事象，結論とその理由や
根拠といった配列関係などの段落相互の関係をとらえながら読む。

Ｃ（１）ア Ｃ（１）ア □ ■ ■ ■

26 中心となる語や文に注目して要点をまとめたり，小見出しを付けたりする。 Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ □ ■ ■ ■

27
筆者がどのような事実を原因や理由として挙げ，それについてどのような
考えや意見を述べようとしているかをとらえる。

Ｃ（１）アウ Ｃ（１）アウ □ ■ ■ ■

28 事実を説明している言葉の指し示す範囲に揺れがないかどうか考える。 Ｃ（１）アウ Ｃ（１）アウ □ □ ■

29
文章に書かれている話題，理由や根拠となっている内容，構成の仕方，巧みな叙
述などに注意して，求められている分量や表現の仕方に合わせて要旨をとらえる。

Ｃ（１）ア □ ■

30
筆者の意図や思考を想定しながら文章全体の構成を把握し，自分の知識
や経験，考えたことと関係付け，自分の考えを明確にしながら読む。

Ｃ（１）アオ □ ■

31 文章構成を区分することによって，文章の要旨や主題を的確にとらえる。 Ｃ（１）アウ Ｃ（１）アウ □ ■ ■ ■

32 図表や，絵，写真等が，どのように文章を補っているかを考えながら読む。 Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ □ □ ■ ■

33 筆者の書き方の工夫やよい点・不十分な点を考えながら読む。 Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ □ □ □ □ ■ ■

34 筆者の主張の根拠が適切かどうか考えながら読む。 Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ □ □ ■

35 結論と具体的事例の整合性を判断しながら読む。 Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ □ □ ■

36 筆者の推論や解釈，例示などの妥当性を吟味しながら読む。 Ｃ（１）ウ Ｃ（１）ウ □ □ □

37
物語に共感し，書かれていることの真偽や善悪，美醜，有用・無用の判断
をしながら読む。

Ｃ（１）イ Ｃ(１)イ Ｃ(１)イ ■ ■ ■ ■ ■ ■

38 事柄や人物の設定（誰が・いつ・どこで・何をした）が分かる。 Ｃ（１）イ Ｃ（１）イ Ｃ(１)イ ■ ■ ■ ■ ■ ■

39
物語の展開に即して各場面の様子が変化したり，中心となる登場人物の行動が変
化したりしていくことを把握し，その様子を想像しながら読む。

Ｃ（１）イ Ｃ（１）イ Ｃ(１)イ □ ■ ■ ■ ■ ■

40
登場人物の行動や会話に即しながら，それぞれの登場人物の性格を押さ
え，それらの人物像を読む。

Ｃ（１）エ Ｃ（１）エ Ｃ(１)エ □ □ □ ■ ■ ■

41
人物描写の特徴から，その人物のものの見方や考え方の特徴や言動の変
化の意味を考える。

Ｃ（１）エ Ｃ（１）エ Ｃ（１）エ □ □ ■ ■ ■

42
物語のクライマックスを見つけ，そこで起きている出来事から分かる強調点
や変化の意味を考える。

Ｃ（１）エ Ｃ（１）エ Ｃ（１）エ □ □ □ ■ ■ ■

43 各場面の様子に気を付けながら場面と場面を関係付けて読む。 Ｃ（１）エ Ｃ（１）エ Ｃ(１)エ □ □ ■ ■ ■

44 物語や詩の描写を，想像力を働かせながら読む。 Ｃ（１）エ Ｃ(１)エ □ ■ ■ ■

45
書かれていることを基に問いをつくり，答えを仮定したり根拠となる言葉を
探したりする。

Ｃ（１）イエ Ｃ（１）イエ □ □ ■ ■ ■



46 題名や見出しから，文章の要旨や主題を推察する。 Ｃ（１）イエ （１）イエ □ □ ■ ■

47
情景描写の特徴から，作品主題との関連や人物のものの見方や考え方の
ありようを考える。

Ｃ（１）イエ Ｃ（１）イエ □ □ ■ ■

48 一つ一つの事件・出来事の関連性から見出される意味を考える。 Ｃ（１）エ Ｃ（１）エ Ｃ（１）エ □ □ ■

49
ストーリーの展開に気を付け，描写の特徴や言葉の象徴性など，読み取っ
たことがより豊かに伝わるように朗読する。

知（１）ク 知（１）ク □ □ ■

50
登場人物相互の関係に基づいた行動や会話，情景などを通して暗示的に
表現されている心情を読む。

Ｃ(１)エ □ ■

51 句読点の打ち方の違いで文意が異なることが分かる。 知(１)ウ 知(１)ウ 知(１)ウ ■ ■ ■ ■ ■ ■

52 反復が強調している事柄の意味が分かる。 知(１)ク □ ■ ■ ■ ■ ■

53 助詞や助動詞の違いで文意が異なることが分かる。 知(１)ウ 知(１)ウ 知(１)ウ □ ■ ■ ■ ■ ■

54 指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割が分かる。 知(１)カ 知(１)カ 知(１)カ □ □ ■ ■ ■ ■

55 文末表現によって文の意味合いが変わってくることが分かる。 Ｃ（１）イウ Ｃ（１）イウ Ｃ（１）イウ □ □ □ ■ ■ ■

56
漢字・ひらがな・カタカナなどの表記の違いによって，多義的になったり，意
味が限定されたりすることに気付く。

知(１)オ 知(１)オ 知(１)オ □ □ ■ ■ ■ ■

57
オノマトペ（擬声語・擬態語等）の表現によって強調される意味・内容がある
ことが分かる。

知(１)オ 知(１)オ 知(１)オ □ ■ ■ ■ ■ ■

58
比喩表現（直喩・隠喩・擬人法等）によって強調されている意味・内容があ
ることが分かる。

知(１)オ 知(１)オ 知(１)ク ■ ■ ■ ■ ■

59
省略，倒置，対句など，構成上の表現の工夫によって強調される意味・内
容があることが分かる。

知(１)ク □ □ ■ ■

60 使われている語彙・表現の多義性や象徴性を考える。 知(１)オ □ ■

61
象徴性や暗示性の高い表現や内容，メッセージや題材を強く意識させる表
現や内容などに気付き，それらを評価したり，自分の表現に生かしたりす
る。

Ｃ(１)オ □ ■

62 自分の思いや考えをもつことに強く影響した言葉や文を適切に書き抜く。 Ｃ（１）オ Ｃ（１）オ Ｃ(１)オ □ ■ ■ ■ ■ ■

63
自分の考えをまとめるために，文章の要点や細かい点に注意して読み，引
用したり要約したりする。

Ｃ（１）ウ Ｃ(１)ウ □ ■ ■ ■

64
感動やユーモア，安らぎなどを生み出す優れた叙述に着目して，自分の考
えを感想文や解説文などにまとめる。

Ｃ(１)カ □ ■

65
文章の内容と自分の経験とを結び付けて，自分の思いや考えをまとめ発表し合
い，交流する。（劇，話し言葉による発表・交流，書き言葉で表したものを読み合う）

Ｃ(１)オ Ｃ(１)オ Ｃ(１)オ ■ ■ ■ ■ ■ ■

66 楽しんだり知識を得たりするために本や文章を選んで読む。 知(３)エ 知(３)エ 知(３)エ ■ ■ ■ ■ ■ ■

67
身近な生活や自身の問題意識に基づいて選択する図書の分野を広げ，進
んで読書しようとする。

知(３)エ 知(３)エ 知(３)エ □ □ ■ ■ ■ ■

68 複数の読み物の内容から，共通点や違いを見つけながら読む。 知(３)エ 知(３)エ 知(３)エ □ □ □ □ ■ ■

69
筆者や作者，ジャンルなどの関連を意識して，読書の幅を広げ，進んで読
書しようとする。

知(３)エ 知(３)エ □ □ ■ ■

70
同じ課題について違う筆者が執筆した本や文章，同じ筆者の複数の本や
文章を選んで，読み比べる。

知(３)エ □ □ ■

71
見出し・記事・写真の一貫性や「逆三角形の構成」など，編集の仕方や記
事の書き方などに注意して新聞を読む。

Ｃ（１）ア Ｃ(１)ア □ □ ■

72
昔話や神話・伝承などの本や文章の読み聞かせを聞いたり，発表し合った
りする。

知(３)ア 知(３)ア 知(３)ア □ ■ ■ ■ ■ ■

73
優しい文語調の短歌・俳句について情景を思い浮かべたり，リズムを感じ
取りながら音読や暗唱をしたりする。

知(３)ア 知(３)ア □ ■ ■ ■

74 ことわざや慣用句，故事成語などの意味を知る。 知(３)イ 知(３)イ □ ■ ■ ■

75
親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語調の文章について，内容の大
体を知り，音読する。

知(３)アイ □ ■

76 古典の解釈文を読み，昔の人のものの見方や感じ方を知る。 知(３)イ □ ■

＜国語科の学びを支える「見方・考え方」＞
a 自分が伝えようとしている内容と言葉の関係に着目し，最も適した語句や表現技法を選び，その特長を活かして表現する。
b 語句の関係や表現技法の差異に着目し，文や文章表現の意味を豊かに，かつ具体的に理解する。
＜領域の学びを深める「見方・考え方」＞
話すこと c 音声の使い方，言葉や文末表現，表情などに着目して，その場に最も適切な表現を考える。
聞くこと d 相手の伝えようとする話の内容に着目して，自分の考えと比べるなどして共通点や相違点，関連などを整理しながら考えをまとめる。
書くこと e 目的や意図に応じた表現や文章構成になっているか，読み手の立場から，相手が読んで理解しやすいか考える。
読むこと f 構成や叙述に着目し，言葉や文を関係付けながら読む。


	01附属小Ｒ５公開研指導案完成版【３年国語】
	02附属小Ｒ５実践・研究計画【国語】
	03附属小Ｒ５資質・能力表【国語】

